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第10代自衛隊宮城地方協力本部長　澤村一等陸佐「着任の挨拶」
４年ぶりの一般公開～掃海艦「あわじ」潜水艦「なるしお」仙台港で艦艇公開～

1P

令和５年度防衛モニター委嘱状伝達式
第９代宮城地方協力本部長諏訪国重陸将補退官
令和５年度自衛官等採用案内
人事

4P

宮城地本広報大使に７名を委嘱
第５回自衛隊家族会宮城県大会を支援
令和４年度本部長感謝状受賞者
令和５年度募集相談員委嘱
令和５年度協力団体長等会議

2P

今年度初の予備自衛官招集訓練（５日間）を支援
令和５年度教職員等教育部隊研修
令和５年度予備自衛官補辞令書交付式
宮城県自衛隊退職者雇用協議会定時総会を支援
令和５年度宮城県任期制隊員合同企業説明会

3P

　

７
月
８
日
及
び
９
日
の
２

日
間
、
仙
台
港
に
お
い
て
海

上
自
衛
隊
潜
水
艦
「
な
る
し

お
」
及
び
掃
海
艦
「
あ
わ
じ
」

の
協
力
を
得
て
艦
艇
公
開
を

実
施
し
た
。

　

艦
艇
公
開
は
、
海
自
基

地
の
無
い
宮
城
県
で
は
海
上

自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図

る
効
果
的
な
行
事
と
し
て
広

く
一
般
の
方
に
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
毎
年
開
催
し
て
き

た
が
、
令
和
２
年
度
以
降
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
招
待
者
限
定
の

特
別
公
開
の
み
で
の
実
施
で

あ
っ
た
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
移
行
を

受
け
、
掃
海
艦
「
あ
わ
じ
」
に

お
い
て
は
４
年
ぶ
り
に
一
般

公
開
を
行
っ
た
。

　

８
日
に
実
施
さ
れ
た
入
港

歓
迎
行
事
で
は
、
あ
い
に
く

の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

村
井
宮
城
県
知
事
を
は
じ
め
、

各
協
力
団
体
長
等
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
粛
々
と
行
事
を

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

９
日
は
雨
も
小
降
り
と
な

り
、
一
般
来
場
者
も
増
え
、

掃
海
艦
の
甲
板
か
ら
の
眺

め
や
装
備
品
、
ブ
リ
ッ
ジ
の

レ
ー
ダ
ー
や
機
器
等
を
興
味

深
く
ご
覧
頂
い
た
。

　

ま
た
、
潜
水
艦「
な
る
し
お
」

に
お
い
て
、
募
集
対
象
者
、
協

力
団
体
及
び
企
業
等
の
ほ
か
、

公
募
に
よ
る
抽
選
の
当
選
者
を

対
象
に
特
別
公
開
を
実
施
し
、

普
段
は
見
ら
れ
な
い
艦
内
を
見

学
し
、
乗
員
か
ら
潜
水
艦
の
仕

組
み
や
生
活
環
境
等
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。
特
に
募
集

対
象
者
限
定
で
実
施
し
た
両

艦
内
で
の
体
験
喫
食
に
お
い
て

は
、
参
加
者
は
渡
さ
れ
た
ア
ル

ミ
プ
レ
ー
ト
に
自
分
で
カ
レ
ー

を
盛
り
付
け
、
こ
だ
わ
り
の
味

を
堪
能
し
た
。

　

２
日
間
と
も
天
候
が
振
る

わ
ず
来
場
者
へ
の
影
響
を
及

ぼ
し
た
も
の
の
、
両
艦
艇
の

見
学
を
通
じ
、
海
上
自
衛
隊

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
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「
青
葉
」
を
ご
覧
の
み
な
さ
ま
、
自
衛
隊
及
び
宮
城

地
方
協
力
本
部
に
対
す
る
平
素
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
５
年
８

月
１
日
付
を
も
っ
て
第
10
代
宮
城
地
方
協

力
本
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
澤
村
１

佐
で
す
。
東
北
で
の
勤
務
は
山
形
で
第
６

後
方
支
援
連
隊
長
と
し
て
２
年
４
か
月
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
２
度
目
に

な
り
ま
す
。
宮
城
県
に
は
当
時
の
隷
下
部

隊
が
多
賀
城
と
大
和
に
あ
り
、
台
風
19
号

の
際
も
、
約
１
か
月
間
、
丸
森
町
で
の
災

害
派
遣
も
担
任
さ
せ
て
頂
い
た
経
験
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
も
温
泉
巡
り
を

趣
味
と
し
て
い
る
た
め
、
い
い
温
泉
が
数

多
く
あ
る
宮
城
に
は
よ
く
足
を
運
ん
で
お

り
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
当
地
に
再
び
ご
縁
を

頂
け
る
こ
と
と
な
っ
て
大
変
喜
ん
で
お
り

ま
す
。

　

他
方
、
私
が
拝
命
し
た
任
務
は
、
特
に

隊
員
募
集
を
は
じ
め
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
中
国
に

お
け
る
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
い
て
力
を
背

景
と
し
た
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
の

継
続
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
働
き
方

の
多
様
化
等
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
あ
り
、
安
全
保
障

環
境
の
不
安
定
化
や
社
会
構
造
の
変
化
は

自
衛
隊
の
み
な
ら
ず
急
激
な
イ
ン
フ
レ
等

私
た
ち
の
生
活
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
地
本
の
任
務
は
、
自
衛
隊
と
地
域

の
皆
様
と
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
、
自
衛
隊

を
地
域
の
皆
様
に
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
平
素
は
隊
員
の
募
集
、

任
期
満
了
隊
員
や
定
年
退
職
す
る
退
職
自
衛
官
の
就

職
援
護
、
予
備
自
衛
官
等
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
理

解
と
ご
支
援
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
料

し
ま
す
。

　

不
確
実
な
時
代
に
あ
っ
て
こ
そ
変
わ
ら
ず
に
宮
城

の
地
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
、
我
々
自
身
が

信
頼
に
足
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
努
め
、
時
代
の
変

化
に
飲
み
込
ま
れ
ず
、
し
っ
か
り
変
化
に
対
応
し
て

い
き
な
が
ら
粛
々
と
任
務
ま
い
進
で
き
る
よ
う
、
自

衛
隊
の
活
動
を
よ
り
円
滑
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
自
衛
隊
に
対
す
る
関
心
と
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自衛隊宮城地方協力本部長
一等陸佐　澤村 満称子

第
10
代
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

第
10
代
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

澤
村
一
等
陸
佐
「
着
任
の
挨
拶
」

澤
村
一
等
陸
佐
「
着
任
の
挨
拶
」

体験喫食体験喫食 掃海艦「あわじ」見学掃海艦「あわじ」見学 潜水艦「なるしお」潜水艦「なるしお」 一般公開の様子一般公開の様子
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宮
城
地
方
協
力
本
部
は
宮
城
県
内
の

13
市
16
町
に
お
い
て
自
衛
官
募
集
相
談

員
に
対
し
て
各
市
町
長
と
の
連
名
で
新

規
委
嘱
者
及
び
更
新
委
嘱
者
合
わ
せ
て

１
１
７
名
の
方
々
に
対
し
、
委
嘱
状
を

交
付
し
た
。

　

今
年
度
委
嘱
式
を
実
施
し
た
自
治

体
の
内
訳
は
左
記
の
と
お
り

仙
台
市
28
名
、
栗
原
市
14
名
、
登
米
市

10
名
、
岩
沼
市
10
名
、
石
巻
市
８
名
、

気
仙
沼
市
５
名
、
東
松
島
市
３
名
、
利

府
町
３
名
、
七
ヶ
浜
町
３
名
、
村
田
町

３
名
、
名
取
市

２
名
、
白
石
市

２
名
、
川
崎
町

２
名
、
蔵
王
町

２
名
、
加
美
町

２
名
、
大
和
町

２
名
、
丸
森
町

２
名
、
松
島
町

２
名
、
亘
理
町

２
名
、
大
河
原

町
２
名
、
南
三
陸
町
２
名
、
塩
竈
市
１

名
、
多
賀
城
市
１
名
、
角
田
市
１
名
、

富
谷
市
１
名
、
柴
田
町
１
名
、
山
元
町

１
名
、
美
里
町
１
名
、
七
ヶ
宿
町
１
名

　

今
年
度
も
自
衛
官
募
集
相
談
員
の

方
々
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
地
域
に

根
ざ
し
た
募
集
活
動
を
し
て
い
く
。

自
衛
官
募
集
功
労

（
団
体
）

　

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
涌
谷
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
加
美
農
業
高
等
学
校　

様

　

仙
台
市
立
仙
台
商
業
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
名
取
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
伊
具
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
石
巻
西
高
等
学
校　

様

　

学
校
法
人
角
川
学
園
専
門
学
校

花
壇
自
動
車
大
学
校　

様

　

学
校
法
人
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
園

　
　
　
　
　

東
日
本
航
空
専
門
学
校　

様

（
個
人
）

　

栗
原
市
募
集
相
談
員　

佐
藤　

洋
子　

様

　

株
式
会
社
イ
デ
ア
ル
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

功
一　

様

　

宮
城
県
高
校
教
育
課
・

　

産
業
人
材
対
策
課　
　

大
内　

栄
幸　

様

就
職
援
護
功
労

（
団
体
）

　

学
校
法
人　

村
山
学
園　

様

　

社
会
福
祉
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ら
い
ふ　

様

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社　

様

予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労

（
団
体
）

　

株
式
会
社　

宮
城
通
信
機　

様

　

株
式
会
社　

首
都
圏
物
流
東
北
支
店　

様
　

６
月
10
日
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
約
４
年
ぶ
り
と
な
る
令
和
５

年
度
協
力
団
体
長
等
会
議
を
開
催
し

た
。
本
会
議
は
、
各
協
力
団
体
と
の
相

互
連
携
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
、
宮

城
県
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
協
力
団
体
の
会
長
、
募

集
相
談
員
各
地
区
代
表
者
等
合
わ
せ
て

12
名
の
参
加
を
得
た
。

　

会
議
の
座
上
、
諏
訪
本
部
長
に
よ
る

挨
拶
及
び
各
団
体
か
ら
得
た
協
力
へ
の

御
礼
の
後
、
募

集
・
援
護
・
予

備
自
衛
官
課
長

か
ら
各
種
業
務

の
説
明
及
び
目

標
達
成
状
況
の

説
明
を
実
施
し

た
。

　

参
加
者
か
ら

は
業
務
に
関
す

る
質
問
や
事
業

に
対
す
る
激
励

の
声
を
い
た
だ

き
、
各
協
力
団
体
と
自
衛
隊
宮
城
地
方

協
力
本
部
相
互
に
お
い
て
有
意
義
な
情

報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

　

６
月
25
日
、
多
賀
城
駐
屯
地
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
宮
城
県
自
衛
隊
家
族
会（
会
長　

鎌
田　

徹
氏
）
主
催
の「
第
５
回
自
衛
隊
家

族
会
宮
城
県
大
会
」
を
支
援
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
本
大
会
は
、「
多
く
の

家
族
会
会
員
が
一
同
に
介
し
、
防
衛
教
養
を

更
に
深
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
自

衛
隊
家
族
会
に
入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
え
る
施
策
を
行
う
。
そ
し
て
、
家
族
会
が

心
を
一
つ
に
し
て
自
衛
隊
が
行
う
募
集
・
就

職
援
護
・
家
族
支
援
等
を
親
身
に
な
っ
て
支

援
す
る
」
と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
、

宮
城
県
内
か
ら
約
３
０
０
名
が
参
加

し
た
。

　

佐
藤
正
久
議
員
に
よ
る
防
衛
講

話
、
新
隊
員
に
よ
る
教
育
所
感
発
表

及
び
隊
歌
披
露
、
体
験
喫
食
、
第
６

音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
、
高
機
動

車
試
乗
、
防
衛
記
念
館
見
学
、
売
店

見
学
等
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
大
会
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
宮
城
地
本
と
し
て
会
場
内
に
設
置

し
た
募
集
ブ
ー
ス
に
お
い
て
陸
海
空
の
自
衛

官
が
会
員
か
ら
の
自
衛
官
等
採
用
や
各
自
衛

隊
に
つ
い
て
の
質
問
・
相
談
へ
の
対
応
を
行
っ

た
。
大
会
閉
会
時
に
は
募
集
課
長
か
ら
厳
し

い
募
集
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
全
会
員
の
募

集
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と

の
依
頼
を
し
、
閉

会
し
た
。

令
和
５
年
度

募
集
相
談
員
委
嘱

令
和
５
年
度
　
協
力
団
体
長
等
会
議

第５回 自衛隊家族会
宮城県大会を支援 宮城地本広報大使に７名を委嘱

　
３
月
31
日
、
仙
台
第
３

合
同
庁
舎
に
お
い
て「
令

和
５
年
度
広
報
大
使
委
嘱

状
贈
呈
式
」を
実
施
し
、

宮
城
県
内
の
基
地
及
び
駐

屯
地
の
隊
員
７
名
が
新
た

に「
宮
城
地
本
広
報
大
使
」

に
委
嘱
さ
れ
た
。

　
広
報
大
使
の
７
名（
東

北
方
面
衛
生
隊（
仙
台
）

加
藤
２
陸
曹
・
東
北
方
面

航
空
隊（
霞
目
）菅
原
３

陸
曹
・
東
北
方
面
シ
ス
テ

ム
通
信
群（
仙
台
）千
代

窪
陸
士
長
・
東
北
方
面
会

計
隊（
仙
台
）瀧
嶋
陸
士

長
・
第
６
偵
察
隊（
大
和
）

蔦
谷
陸
士
長
・
第
４
航
空

団（
松
島
）工
藤
空
士
長
、

齋
藤
空
士
長
）は
、
広
報

イ
ベ
ン
ト
や
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
通
じ
て
、
特

に
同
世
代
で
あ
る

若
年
層
へ
向
け
、

自
衛
隊
の
魅
力

を
発
信
し
、
採
用

広
報
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５

類
移
行
を
受
け
、

宮
城
県
内
で
は
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と

同
規
模
で
復
活
し
、
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
が

増
え
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
の
展
示
飛
行
が
行
わ
れ

た「
第
50
回
記
念
全
国
丸

森
い
ち
」や
宮
城
地
本
が

実
施
す
る
掃
海
艦「
あ
わ

じ
」及
び
潜
水
艦「
な
る
し

お
」の
艦
艇
公
開
等
へ
の
参

加
の
ほ
か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
用

に
隊
員
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
実
施
す
る
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
広
報
大
使
の
活

躍
の
場
を
よ
り
多
く
提
供

し
、
自
衛
隊
に
興
味
を

持
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
広

報
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
。

瀧嶋理江　陸士長齋藤みさき　空士長 工藤啄真　空士長 加藤浩志　２等陸曹菅原拓也　３等陸曹千代窪香鈴　陸士長蔦谷和将　陸士長

航空中央音楽隊インタビュー

艦艇公開 第2回まちまっち子供まつり 第50回記念全国丸森いち

第６音楽隊の演奏第６音楽隊の演奏

佐藤正久議員による講話佐藤正久議員による講話

新隊員による隊歌披露新隊員による隊歌披露

会場の様子会場の様子

仙台市仙台市記念撮影記念撮影

川崎町川崎町本部長挨拶本部長挨拶
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５
月
25
日
か
ら
29
日
ま

で
の
間
、
船
岡
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
３
０
１
水
際
障
害

中
隊（
中
隊
長　

磯
部
１
陸

尉
）
が
担
任
し
た
予
備
自
衛

官
５
日
間
招
集
訓
練
を
支
援

し
た
。
今
年
度
県
内
初
と
な

り
、
５
日
間
で
66
名
の
予
備

自
衛
官
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
地
本
に
よ
る
予

備
自
等
制
度
教
育
及
び
即

自
有
資
格
者
へ
の
志
願
勧
誘

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
現
職
と

予
備
自
衛
官
と
の
懇
談
が
行

わ
れ
、
互
い
の
理
解
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

訓
練
最
終
日
に
は
総
監

顕
彰
状
の
伝
達
式
が
実
施
さ

れ
、
本
部
長
か
ら
最
終
任
期

満
了
を
迎
え
た
７
名
に
伝
達

を
行
い
、
そ
の
栄
誉
を
称
え

た
。

　

表
彰
式
に
際
し
て
本
部

長
か
ら
、
昨
今
の
日
本
を
巡

る
安
全
保
障
環
境
の
厳
し
い

状
況
や
、
国
内
に
お
い
て
も

地
震
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
我
々

現
職
や
予
備
自
衛
官
に
は
、

国
民
の
期
待
が
ど
ん
ど
ん
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
い

つ
で
も
任
務
に
応
ず
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
、
物
心
共

に
備
え
を
確
か
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
訓
示
し
た
。

　

本
訓
練
を
皮
切
り
に
、
今

年
度
は
13
回
の
５
日
間
訓
練

を
予
定
し
て
お
り
、
予
備
自

本
人
及
び
訓
練
部
隊
と
連
携

を
図
り
、
訓
練
出
頭
率
の
確

保
を
目
指
し
て
い
く
。

　

７
月
２
日
、
仙
台
第
４

合
同
庁
舎
に
お
い
て
令
和

５
年
度
予
備
自
衛
官
補
辞

令
書
交
付
式
を
実
施
し

た
。

　

７
月
１
日
付
採
用
と

な
っ
た
12
名
の
う
ち
、
予

備
自
補（
一
般
）４
名
、
予

備
自
補（
技
能
）３
名
が
辞

令
書
交
付
式
に
臨
ん
だ
。

　

相
澤
予
備
自
補
の
号
令

で
本
部
長
へ
の
敬
礼
に
続

き
、
一
般
及
び
技
能
一
人

ひ
と
り
に
本
部
長
か
ら
辞

令
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

相
澤
予
備
自
補
の
宣
誓
に

合
わ
せ
て
全
員
で
力
強
く

宣
誓
を
実
施
し
た
。

　

続
い
て
本
部
長
が
「
予

備
自
衛
官
へ
の
期
待
値
は

高
ま
っ
て
お
り
、
訓
練
参

加
に
よ
り
予
備
自
衛
官
・

即
応
予
備
自
衛
官
に
任
用

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
自
ら
が

予
備
自
補
制
度
を
学
校
や

職
場
で
広
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
訓
示
し
た
。

　

参
加
し
た
予
備
自
補
か

ら
は「
自
衛
隊
に
興
味
が

あ
り
大
学
在
学
中
に
い
ろ

い
ろ
経
験
し
た
い
」「
自
分

の
技
能
を
自
衛
隊
で
生
か

し
た
い
」
等
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

ま
ず
は
初
回
訓
練
へ
の

参
加
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
し
て
、
継
続
的
な
訓
練

参
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　

７
月
26
日
、
令
和
５
年
度
宮
城
県
任
期
制

隊
員
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
任
期
制
退
職
予
定
隊
員
等

に
対
し
て
、
退
職
自
衛
官
雇
用
協
力
企
業
等

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
、
具
体
的
な
再
就

職
準
備
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
中
隊
長

等
の
就
職
援
護
に
係
る
指
導
力
及
び
識
能
向

上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
を
活
用
し
て
予
備
自
衛

官
等
制
度
の
普
及
や
昨
年
度
か
ら
試
み
と
し

て
い
る
定
年
退
職
予
定
者
を
研
修
参
加
さ
せ
、

職
業
選
択
の
一
助
と
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
全
国
各
県
に
所
在
す
る
駐

屯
地
か
ら
任
期
制
隊
員
57
名
及
び
定
年
制
隊

員
20
名
が
参
加
し
、
任
期
制
自
衛
官
の
採
用

を
希
望
す
る
建
設
業
、
製
造
業
、
運
輸
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
多
業
種
74
社
の
企
業
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
各
人
５
回
の
面
談
を
実
施
し
た
。

各
企
業
担
当
者
か
ら
は
、「
採
用
し
た
い
隊
員

が
い
た
」「
来
年
も
是
非
参
加
し
た
い
」
等
の

声
が
多
数
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
中
隊
長
等
48

名
が
参
加
し
、
企
業
が
欲
す
る
人
材
や
採
用

に
有
利
と
な
る
資
格
等
を
直
接
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
就
職
指
導
の
資
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

参
加
隊
員
か
ら

は「
求
人
票
等
の
書

面
で
は
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
確
認
で
き

た
」「
色
々
な
企
業

の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
」「
今
後
の

就
職
活
動
に
、
大
い

に
参
考
に
な
っ
た
」

と
の
感
想
が
聞
か

れ
、
具
体
的
な
企
業

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
ま

で
の
限
ら
れ
た
期
間

を
計
画
的
か
つ
積
極

的
な
活
動
を
促
す
良

い
動
機
づ
け
に
な
っ

た
。

　

今
後
も
こ
の
事
業

を
継
続
し
、
任
期
制

隊
員
及
び
定
年
制
隊

員
が
円
滑
に
再
就
職

準
備
で
き
る
よ
う
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

６
月
12
日
及
び
14
日
、

多
賀
城
駐
屯
地
、
船
岡
駐

屯
地
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
教
職
員
等
教
育
部
隊
研

修
を
実
施
し
た
。
本
研
修

は
、
県
内
の
高
等
学
校
等

で
進
路
指
導
を
担
当
す
る

先
生
方
を
対
象
と
し
、
自

衛
隊
の
採
用
制
度
や
教
育

訓
練
等
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
在
校
生
等
に
対
す
る

進
路
指
導
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
回
は
募
集

事
務
業
務
を
担
当
す
る
自

治
体（
県
庁
・
市
町
村
）の

職
員
や
学
習
塾
の
先
生
方

に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

多
賀
城
駐
屯
地
で
は
、

１
１
９
教
育
大
隊（
大
隊
長 

片
山
２
陸
佐
）及
び
地
本
の

担
当
者
か
ら
自
衛
隊
の
概

要
、
採
用
制
度
、
陸
・
海
・

空
新
隊
員
の
教
育
内
容
に
つ

い
て
の
説
明
を
実
施
し
た
の

ち
、
訓
練
場
所
に
お
い
て
、

戦
闘
訓
練
、
徒
手
格
闘
訓

練
及
び
飯は

ん

盒ご
う

炊
事
実
習
等

の
見
学
を
行
っ
た
。
船
岡
駐

屯
地
で
は
、
入
隊
後
に
取
得

可
能
な
資
格
等
に
つ
い
て
、

施
設
科
部
隊
が
多
く
所
在

す
る
駐
屯
地
内
を
見
学
し
な

が
ら
紹
介
し
、
そ
の
種
類
の

多
さ
に
、
参
加
者
か
ら
は
驚

き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は

「
隊
員
の
成
長
が
伝
わ
っ
た
」

「
教
育
体
制
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
」「
教
育
で
感
じ
た

こ
と
を
生
徒
に
伝
え
た
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
と
も
こ
の
種
の
研
修

を
通
じ
て
学
校
教
職
員
等
に

対
す
る
自
衛
隊
へ
の
一
層
の

理
解
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

７
月
５
日
、
仙
台
市
内

に
お
い
て
宮
城
県
自
衛
隊

退
職
者
雇
用
協
議
会（
会

長　

藤
﨑　

三
郎
助
氏
）

の
令
和
５
年
度
定
時
総
会

及
び
関
連
行
事
を
支
援
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
令
和
５
年

度
定
時
総
会
が
会
長
以

下
18
名
の
役
員
他
、
関
係

者
12
名
に
よ
り
、
そ
れ
に

引
き
続
き
、
同
協
議
会
仙

台
支
部
の
定
時
総
会
が
支

部
長
以
下
98
名
の
会
員
企

業
、
他
６
名
の
関
係
者
の

参
加
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
実

施
さ
れ
、
各
議
案
の
審
議

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

　

各
総
会
後
、
陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
総
監
、
航

空
自
衛
隊
第
４
航
空
団
司

令
を
は
じ
め
と
す
る
自
衛

隊
の
部
隊
長
等
及
び
関
係

機
関
の
来
賓
を
含
む
、
総

勢
１
２
４
名
に
よ
る
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
会

員
相
互
の
み
な
ら
ず
自
衛

隊
及
び
関
係
機
関
と
の
交

流
が
図
ら
れ
盛
会
の
う
ち

に
全
て
の
行
事
を
終
了
し

た
。

　

同
協
議
会
は
自
衛
隊
退

職
者
の
雇
用
促
進
を
図
り

県
内
産
業
の
興
隆
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

優
良
企
業
体
で
あ
り
、
援

護
課
で
は
今
後
も
、
会
員

企
業
に
対
し
退
職
予
定

隊
員
の
就
職
援
助
に
対
す

る
理
解
の
醸
成
及
び
更
な

る
連
携
強
化
に
努
め
て
い

く
。

仙台支部総会仙台支部総会 県総会（会長挨拶）県総会（会長挨拶）

服務の宣誓服務の宣誓

辞令書交付（技能）辞令書交付（技能） 辞令書交付（一般）辞令書交付（一般）

小銃射撃予習小銃射撃予習即自有資格者の勧誘即自有資格者の勧誘

受賞者との記念撮影受賞者との記念撮影

職務訓練（施設）職務訓練（施設）

現職自衛官との懇談現職自衛官との懇談

救急法訓練救急法訓練

今
年
度
初
の
予
備
自
衛
官

　
　

招
集
訓
練
（
５
日
間
）
を
支
援

宮
城
県
自
衛
隊
退
職
者

雇
用
協
議
会
定
時
総
会
を
支
援

令和５年度教職員等教育部隊研修

令
和
５
年
度
予
備
自
衛
官
補

　
　
　
　
　
　

辞
令
書
交
付
式

令
和
５
年
度
宮
城
県

任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会

飯盒炊事実習の見学飯盒炊事実習の見学

徒手格闘訓練の見学徒手格闘訓練の見学 戦闘訓練の見学戦闘訓練の見学

概要説明概要説明
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【防衛大学校学生】
（推　　薦）	試験日：９月16日（土）、17日（日）
（総合選抜）	試験日：（１次）９月16日（土）
	 	 （２次）10月21日（土）・22日（日）
受付締切：	９月８日（金）
（一　　般）	試験日：（１次）10月28日（土）
	 	 （２次）11月28日（火）～ 12月２日（土）
受付締切：10月18日（水）

【防衛医科大学校医学科学生】
試 験 日：	（１次）10月21日（土）
	 （２次）12月13日（水）～ 15日（金）
受付締切：	 10月11日（水）

【防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）】
試 験 日：	（１次）10月14日（土）
	 （２次）11月25日（土）・26日（日）
受付締切：	 10月４日（水）

【一般曹候補生】
試 験 日：	（１次）12月９日（土）～ 14日（木）
	 （２次）１月６日（土）～14日（日）
	 ※いずれか１日を指定されます。
受付締切：	 11月30日（木）　

【自衛官候補生】
試 験 日：	受付時にお知らせします
受付締切：	年間を通じて行っております　

【高等工科学校】
（推　　薦）	試験日：１月６日（土）～１月８日（月）
	 ※いずれか１日を指定されます。
受付締切：	 10月１日（日）～ 12月１日（金）
（一　　般）	試験日：（１次）１月13日（土）・14日（日）
	 	 （２次）１月27日（土）・１月28日（日）
受付締切：	 10月１日（土）～１月５日（金）

【貸費学生（技術）】
試 験 日：	 12月３日（日）
受付締切：	 11月10日（金）

【予備自衛官補（一般・技能）】
試 験 日：	９月23日（土）～ 10月１日（日）
申込締切：	９月21日（木）

諏
訪
国
重

陸
将
補
退
官

第
９
代
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

 

４
月
15
日
、
霞
目
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
５
年
度

防
衛
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
伝
達
式
を
実
施
し
、
公
募

に
よ
り
新
た
に
２
名（
事
務
職
・
菊
地
奈
緒
子
さ

ん
、
事
務
職
・
新
沼
渉
さ
ん
）
が
選
出
さ
れ
、
副

本
部
長
よ
り
防
衛
事
務
次
官
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝

達
さ
れ
た
。

　

防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
２
年
、
今
年
度
は
、

昨
年
度
か
ら
の
継
続
者
２
名
と
合
わ
せ
計
４
名
の

方
々
に
、
広
報
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
行
事
等
へ
の
参

加
を
通
じ
、
国
民
一
般
の
視
点
に
よ
る
貴
重
な
意

見
や
要
望
を
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
伝
達
式
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
航
空
機

（
Ｕ
Ｈ–

１
Ｊ
）
体
験
搭
乗
で
は
、
仙
台
市
上
空
の

飛
行
や
隊
員
に
よ
る
機
体
説
明
等
を
行
い
、
航
空

科
部
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
を
通

じ
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

７
月

　

７
月
2828
日
、
第
９
代
宮
城
地
方
協
力
本
部

日
、
第
９
代
宮
城
地
方
協
力
本
部

長長  

諏
訪
陸
将
補
の
離
任
行
事
が
執
り
行
わ
れ

諏
訪
陸
将
補
の
離
任
行
事
が
執
り
行
わ
れ

た
。
諏
訪
陸
将
補
は
令
和
２
年

た
。
諏
訪
陸
将
補
は
令
和
２
年
1212
月
の
着
任

月
の
着
任

以
来
、
統
率
方
針
「
第
一
線
」、
要
望
事
項
「
任

以
来
、
統
率
方
針
「
第
一
線
」、
要
望
事
項
「
任

務
第
一
」「
明
る
く
楽
し
く
」「
家
族
を
大
切
に
」

務
第
一
」「
明
る
く
楽
し
く
」「
家
族
を
大
切
に
」

を
掲
げ
、
部
務
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

を
掲
げ
、
部
務
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
入
隊
か
ら

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
入
隊
か
ら
3232
年年

余
り
の
永
き
に
わ
た
り
国
防
の
た
め
従
事
さ

余
り
の
永
き
に
わ
た
り
国
防
の
た
め
従
事
さ

れ
、
こ
の
度
、
８
月
１
日
付
で
ご
退
官
さ
れ

れ
、
こ
の
度
、
８
月
１
日
付
で
ご
退
官
さ
れ

た
。
た
。

　

離
任
式
で
は
、
地
本
隊
員
へ
の
感
謝
と
厳
し

　

離
任
式
で
は
、
地
本
隊
員
へ
の
感
謝
と
厳
し

い
環
境
下
で
の
任
務
遂
行
に
向
け
た
激
励
の
言

い
環
境
下
で
の
任
務
遂
行
に
向
け
た
激
励
の
言

葉
を
述
べ
、
名
残
惜
し
む
隊
員
が
見
送
る
中
、

葉
を
述
べ
、
名
残
惜
し
む
隊
員
が
見
送
る
中
、

新
天
地
へ
と
旅
立
た
れ
た
。

新
天
地
へ
と
旅
立
た
れ
た
。

令
和
５
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
状
伝
達
式

自衛官等採用案内令和５年度
【応募資格等については、最寄りの地域事務所まで】

　
春
期
転
出
者

募
集
課　

募
集
班
長 

３
等
陸
佐　

 

那
須　

正
明　

第
３
６
３
会
計
隊
長
（
相
浦
）
へ

予
備
自
衛
官
課　

即
応
予
備
自
衛
官
班
長 

１
等
陸
尉　

 

山
口　

貴
之　

第
14
旅
団
司
令
部
（
善
通
寺
）
へ

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー　

援
護
幹
部 

１
等
空
尉　

 

菅
原　

信
二　

航
空
幕
僚
幹
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

大
崎
地
域
事
務
所
長 

２
等
陸
尉　

 

須
藤　
　

優　

東
北
方
面
特
科
連
隊
（
岩
手
）
へ

総
務
課　

人
事
幹
部 

２
等
陸
尉　

 

佐
藤　
　

学　

第
１
陸
曹
教
育
隊
（
東
千
歳
）
へ

募
集
課 

准
陸
尉　

 

三
浦
布
美
子　

東
北
補
給
処
反
町
弾
薬
支
処
（
反
町
）
へ

大
河
原
地
域
事
務
所 

陸
曹
長　

 

板
橋　

寛
通　

第
２
施
設
団
本
部
付
隊
（
船
岡
）
へ

名
取
地
域
事
務
所 

２
等
海
曹　

 

斎
藤　

洋
平　

護
衛
艦
「
い
ず
も
」（
横
須
賀
）
へ

大
崎
地
域
事
務
所 

２
等
陸
曹　

 

小
山　

泰
隆　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊
（
仙
台
）

援
護
課
長　
　
　
　

 

防
衛
事
務
官 

菅
原　

呂
徳　

航
空
教
育
集
団
司
令
部
（
浜
松
）
へ

予
備
自
衛
官
課
長　
　

 

防
衛
事
務
官 

堤　
　

正
昭　

陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

総
務
課　

会
計
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

小
野　

良
夫　

福
島
駐
屯
地
業
務
隊
（
福
島
）
へ

募
集
課　

広
報
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

金
子　

優
美　

新
発
田
駐
屯
地
業
務
隊
（
新
発
田
）
へ

援
護
課　

援
護
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

五
十
嵐　

淳　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
（
秋
田
）
へ

予
備
自
衛
官
課　

予
備
自
衛
官
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

斎
藤　

明
洋　

東
北
補
給
処
（
仙
台
）
へ

募
集
課　

募
集
企
画
調
整
専
門
官　

 

防
衛
事
務
官 

須
藤　

隼
史　

基
礎
情
報
隊
（
市
ヶ
谷
）
へ

　
春
期
転
入
者

宮
城
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
長 

３
等
陸
佐　

 

小
林　
　

孝　

東
北
方
面
混
成
団
（
仙
台
）
か
ら

予
備
自
衛
官
課　

即
応
予
備
自
衛
官
班
長 

１
等
陸
尉　

 

高
瀬　

伸
一　

札
幌
地
方
協
力
本
部
（
札
幌
）
か
ら

募
集
課　

募
集
班
長 

１
等
陸
尉　

 

石
津　

充
能　

通
信
学
校
（
久
里
浜
）
か
ら

総
務
課　

人
事
幹
部 

２
等
陸
尉　

 

岩
間　
　

穣　

防
衛
研
究
所
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー　

援
護
幹
部 

２
等
陸
尉　

 

堀　
　

圭
介　

第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
美
唄
）
か
ら

石
巻
地
域
事
務
所 

准
陸
尉　

 

本
間　
　

誠　

東
北
補
給
処
反
町
弾
薬
支
処
（
反
町
）
か
ら

募
集
課　

 

１
等
陸
曹　

 

橋
本　
　

淳　

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
島
松
）
か
ら

大
崎
地
域
事
務
所 

２
等
陸
曹　

 

遊
佐　
　

薫　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊
（
仙
台
）
か
ら

大
河
原
地
域
事
務
所 

２
等
陸
曹　

 

大
山　

隆
良　

第
１
０
４
施
設
器
材
隊
（
船
岡
）
か
ら

名
取
地
域
事
務
所 

３
等
海
曹　

 

大
友　

慶
人　

シ
ス
テ
ム
通
信
群
移
動
通
信
隊
（
下
総
）
か
ら

援
護
課
長　
　
　
　
　

 

防
衛
事
務
官 

井
戸　

聡
史　

陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

予
備
自
衛
官
課
長　
　

 

防
衛
事
務
官 

佐
々
木
啓
彦　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
（
秋
田
）
か
ら

総
務
課　

会
計
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

鈴
木　

敬
子　

東
北
補
給
処
（
仙
台
）
か
ら

募
集
課　

広
報
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

小
澤　

和
義　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

援
護
課　

援
護
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

東
海
林
百
合
子　

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
（
山
形
）
か
ら

予
備
自
衛
官
課　

予
備
自
衛
官
班
長　

 

防
衛
事
務
官　

中
村　

幸
司　

神
町
駐
屯
地
業
務
隊
（
神
町
）
か
ら

募
集
課　

募
集
企
画
調
整
主
任　

 

防
衛
事
務
官　

高
橋　

里
佳　

東
北
補
給
処
（
仙
台
）
か
ら

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
係 

防
衛
事
務
官　

髙
橋　

太
朗

　
夏
期
転
出
者

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
班
長 

１
等
陸
尉　
　

鹿
俣　

大
吾　

第
２
高
射
特
科
団
（
飯
塚
）
へ

募
集
課　

企
画
班
長 

１
等
陸
尉　
　

南
部　

清
昭　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
（
山
梨
）
へ

霞
目
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長 

１
等
陸
尉　
　

橋
本　

佳
浩　

東
北
方
面
航
空
隊
（
霞
目
）
へ

募
集
課 

１
等
陸
曹　
　

峯　
　

朝
江　

情
報
本
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

　
夏
期
転
入
者

募
集
課　

企
画
班
長　

 

１
等
陸
尉　
　

菅
原　

正
広　

第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
木
更
津
）
か
ら

霞
目
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長　

 

１
等
陸
尉　
　

壁
坂　
　

収　

東
北
方
面
航
空
隊
（
霞
目
）
か
ら

名
取
地
域
事
務
所
長　

 

１
等
陸
尉　
　

葛
島　

良
太　

北
部
方
面
総
監
部
（
札
幌
）
か
ら

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
班
長 

２
等
陸
尉　
　

石
井　
　

隆　

第
１
高
射
特
科
群
（
東
千
歳
）
か
ら

大
和
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長　

 

２
等
陸
尉　
　

富
樫　

静
一　

第
６
師
団
司
令
部
（
神
町
）
か
ら

募
集
課　

 

准
陸
尉　
　

成
田　

奈
美　

女
性
自
衛
官
教
育
隊
（
朝
霞
）
か
ら

募
集
課　

 

准
陸
尉　
　

高
橋
加
奈
子　

自
衛
隊
仙
台
病
院
（
仙
台
）
か
ら

総
務
課 

２
等
陸
曹　
　

芳
賀　

拓
磨　

東
北
方
面
後
方
支
援
隊
（
仙
台
）
か
ら

　
昇
　
　
　
　
格
　 （
５
．
４
．
１
）

援
護
課
長　
　
　
　
　

 

防
衛
事
務
官 

井
戸　

聡
史

予
備
自
衛
官
課
長　
　

 

防
衛
事
務
官 

佐
々
木
啓
彦

総
務
課　

総
務
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

大
沼　

俊
彰

総
務
課　

会
計
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

鈴
木　

敬
子

募
集
課　

業
務
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

川
井　

景
太

援
護
課　

援
護
班
長　

 

防
衛
事
務
官 

東
海
林
百
合
子

予
備
自
衛
官
課　

予
備
自
衛
官
班
長 

防
衛
事
務
官 

中
村　

幸
司

　
昇
　
　
　
　
任
　 

（
５
．
７
．
１
）

総
務
課　

 

陸
曹
長 

髙
橋　

弘
義

仙
台
募
集
案
内
所 

１
等
陸
曹 

丹
野　

修
治

仙
台
募
集
案
内
所 

２
等
空
曹 

佐
藤　
　

桂

　
定
年
退
官

総
務
課 

３
等
陸
尉　

 

石
原　

理
志
（
５
．
３
．
29
）

募
集
課 

准
陸
尉　

 

富
樫　
　

博
（
５
．
４
．
10
）

石
巻
地
域
事
務
所 

３
等
陸
尉　

 

三
浦　

誠
史
（
５
．
７
．
15
）

　
応
募
認
定
退
職

本
部
長 

陸
将
補　

 

諏
訪　

国
重
（
５
．
８
．
１
）

自衛官募集自衛官募集
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